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第８回 調査・広報委員会の概要 

 

日 時：平成２６年８月２０日（水）１０：３０～１５：３０ 

場 所：合同庁舎４号館１２１９会議室 

出 席：関係団体 

（全日本畳事業協同組合 １名、全国い製品卸商業団体連合会 １

名、全国畳材料卸商組合連合会 １名、全国畳材商社会 １名、全

日本 ISO 畳振興協議会 １名） 

   ：オブザーバー 

（東海機器工業株式会社、岡山県畳縁振興会、農林水産省） 

 

議事概要： 

１ 公正競争規約案及び施行規則（検討原案）の修正部分についての確認 

 ○調査広報委員会の立場としては、「業界としての自主ルールとしては、

全員参加が望ましく、そのためにも全員が参加しやすいようにハードル

を下げた規約にする必要がある」という観点から規約案を再確認する必

要があるとのこととなった。その結果、調査広報委員会としては、規約

案及び施行規則案に関し下記点の検討が必要との意見となった。 

  ・規約第３条の畳の適用範囲に、部屋の一角の落とし込みもしくは上が

り座敷の畳敷きを含めることの検討 

  ・規約第７条第１項（１）の表現に関する一部記載（QR コード、容易と

の文言）の再検討 

  ・規約第７条第７項の内容の再確認 

  ・規約第７条第１０項の畳類本体と商品説明書（納入仕様書）の紐付け

に関して、不要な部分の見直し 

  ・規約第１７条の証紙の添付義務の内容の再確認 

  ・施行規則第１条のタッカーに関する記載の再検討 

  ・施行規則第１２条第２項の流通業者の義務事項の在庫の記録の削除  

  

２ ブロック説明会の質問、意見への対応について  

 ○ブロック説明会の会場質疑の回答案に関し、調査広報委員会に関連する

部分の回答案の確認及び修正を行った。なお、下記が主な検討事項。 

  ・公正取引協議会の加入者のメリット、デメリットを明示して欲しいと

いう要望に関しては、「消費者の自主的かつ合理的な商品選択に資す

るため、また業界ルール整備のためご協力をお願いする」という主旨

の回答とする。 

  ・その他の検討内容は、畳店の義務事項、公共事業の要件、畳の加工方

法の表示、ブロック説明会での資料の事前配付、全日畳組合員以外の

畳店への情報連絡、工務店等への周知、本規約の意義、本規約検討の

経緯、等。 

 ○FAX でよせられた意見・質問への回答案に関し、調査広報委員会に関連

する部分の回答案の確認及び修正を行った。なお、下記が主な検討事項。 
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  ・業界関係者への情報伝達に関する要望に対しては、現在の HPによる情

報公開に加え、同 HPの情報更新をメールマガジン等で案内することを

検討していく。 

  ・その他の検討内容は、アンケート結果の反映、今後の検討スケジュー

ルの公表、オブザーバーの増員、等。 

  

３ ブロック説明会の質問、意見への回答方法について 

 ・畳類公正競争規約作成連絡会からのブロック説明会の質問、意見への回

答方法としては、HP等を用いることとなった。また、HP等に回答を掲載

した旨は、ブロック説明会の開催案内と同様の方法で案内することとな

った。 


